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心 腔 内 カ テ ー テ ル 片 異 物 の 経 度 経 管 的 除 去 例
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Vessels.

TlleinL-reaSinguseofindwellingintraヽ,enouscathetersfortherapeuticandm()nitot･illg

pul一)OSe,hasledtonumerousineidencesofaccidentalbreakageorshearingwithsubsequent

embolism ofb1-Ok(m endtotlleareaOftheheart. BecausemLIIlyOftheset)atiellt･S(lIで

Carriesconsiderablerisk.espeeiilllyifthorac()tomyisneceessan , . Thecatheterfragments

embolizetothegrelltVesselsot･theheart之111dCangi＼yerisetofatalComplications. It

isthereforead＼Tisablethatthecatheterfragm(_,IltSSh()Llldberemovedprom t)fly and this

maybedonebytrans＼Tasculartechnique.

WeI･eporttwopatielltSWholladintra＼･･IISCulareathetel･fragmm1tSremovedLlSingan

easilymadec(ltehingdeヽTicefashionedfr()m (i0.018illellSteerabl(ナguidewirefot･PTCA

andJudkinscatheter. Thede＼･riceiseasilymanupulated(111dfacilitatessaferem()I,alof

catheterfragmelltS.
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I＼/~H,か ト 十 JL片異物.紅斑経管的除去

は じ め に

高力｡り-輸液や循環管理〔T)目的で.近年中心静脈や,

太凝静脈をこカテ-テルを留置する観念が多 くなり,同時
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増加 しているい ~6㌧ 今回我 々は特殊な甜子等を用いず

に.簡便な方法にて九千一一テ′L片を除去できた症例を経

験 したので報告する.
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症 例 l:

92歳.女性.胃潰鳴.肝機能障書にて入院r恒こ聯Jit.

ルを挿Å し,栄養管理及び統濃癒剤の投薬により症状が

改善 した.lVH カ十一一十′し抜去時に断裂慶一;),JF亘,に

挿入部の皮膚切開を行ったがカテ-テル片の摘出は不可

能であった. レソ トゲソ透視下で見ると,カテ-テル片

は右房か上､'石室心尖部近傍に浮遊 していた.

このため経度経管的をこ王VH カテ-テルを摘出する日
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的で,存大腿静脈より8ー~･/L･ン+シーー'く11ントrlデ:L-

換F甘 こ‡()()em.0.(.)18仁ン一事弓 をr巨L､部で折iHi如デ.ガ

JR;1)こ.T)-))チ-十′し枠内に折 り曲げた方を先端iこして挿

入し キャッチソダワイヤ-とした (図 1).この時,

キ ート J+ ン L?I-r7仁ト ー先端に軽度の傾斜をつけ.異物片

の 捕 捉 を しや す い よ ･-)に.t二来した.また.キャ･ソ+ン'/

園 i キャッチジグワイヤ-を示す.

図 2 捕作部LT)トJLl]-･-装着を示す.
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クを加え易 くし (図 2),操作を円滑に行えるように し

た. ジャドキンスカナ-テ′Lを浮遊 している右房先端の

かナ-.-･-テ′レ片異物近傍まで挿入し,正面,側面の2方向

ル片異物iこ通 して捕捉 し (図 3~),摘出 した.原理は,

図 4の如 くである.

症 例2:

84歳,女性.脳血管性痴呆､気管支炎,食欲不振によ

級,栄糞管理中,患者がカテーり･-テ′レを自己抜去 した際iこ
かT-I---:7J-′｣′断裂がおきた.カナ-rlテ,L片'異物は胸部 レ線

b

図 3 カナ一･一テル片異物を捕捉 したところを示す.

a;正面像 b;側面像
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b

図4 a:カ十一十,L片異物にキ十･リ.-f-ン?'rjTヤー.-を通 したと こ ろ .

b;キャッチソダワイヤ-を引き,カテ…テル片異物 を捕 捉 した
とこ/1.

こL'T)ため庄膚切開及び鎖骨下静脈を請出し,オナーテ

ルの摘出を試みたが,カテ-テル片は確認できなかった.

翌日.経皮経管的除去術CT)施行を試jlた.その際.透視

するとか千一･-･-ナJL片異物は三尖弁かL二)下大静脈まで移動

していた (図 51.症例1と同様の手技で (7F シ一･･-i.

アF 右 ジャドキソ見渡周)カテ-テル片の一方をキャッ
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･f-ンブ｢7仁トーで捕 捉 し (図 61,摘出 した (図 71.こ

しJTl時.右房内力:トー十,L･操作中に心房性期外収縮が見ら

れたが , 蚤 湾 な 合併症は認めなかった事

考 案

-I):;I--十 ′し/片 が異物こi二して心血管内に残存 した場合.
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図 5 カナ-テJL片興物は矢印LI')如 く.三尖弁近傍から

下大静脈にかけ浮遊 していた.
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図 7 カテーテ′し片異物を摘出したところを示す.

図 8 各種摘出器具 ;右 上二万よりポりべ')トミ(型甜子.′り すブシ(型甜子,

フ身-屯ブス塑鈴子,バスケット塾銀子を示す.
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表 1 摘 出 器 具 ハ 特 性

溌軟 サイズ 確棄性 備 考

把椅針子 硬 大 ∴＼ 血管壁損傷の免除

生検釦十 中梗 中 X 把帝都が小さく不確栗

バスケットカテ-テル 痩 中-人 ∴＼ 不整の異物には適 している

b

図 9 a:Amplatz"Goose-Neck''snこlIで 全貌を示す.

b;先端のスネア-部を示す.
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望ましいと考えられる.摘出法として観血的 し手術法) LiI_

非観血的 (経皮経管的方法)に人別さ.IUも.前者は 確 実

であるが侵襲が大きい事から,後者がまず第-選択 と な

ら.経皮経管的に血管内異物の摘出法は Thomas口 0､

L')報告iこ始まり,さ吊こてネー1･'力:･---1ナノし法は lJolStrnann

ら11)が動脈管開存症をこ対 しカテ-テルを伺い非開胸的

をこ動脈管閉鎖を行う時をこ曹肺動脈内にてスネアカテーテ

ルでガイドワイヤーを捕獲する手技を報告して以来,こ

の方法を応周 し心血管内果物の経度経管的摘出術が遊歩

した.

非観血的摘 出方法はその後樽 崎報告 されてい る

が3)5)12)~15㌦ その除去のための器具は銀子欝による掴

み取るものとループを作り投げ親のように捕獲するスネ

アカテ-テル餅に大別される.山本ら5)は独自のスネ

アカテーテルを作製 し,血管内異物除去衝に応摺 してい

る.寮 旦及び図 8に摘出器農の軽質と特散を示す.隻

検針子では把持部が小さく不確実で.二脚,三脚型の把

持釦 f一では径が大きく柔軟性に欠け.末櫓部でtr)操作が

困難で心血管壁を損傷する危険もある.バスケットカテ-

:;-JLや専用の l)otterintravascularl･etrieヽ-LlrSetも太

く柔軟性に欠き,肺動脈莱櫓の症例では無理がある.さ

らに近年,独特な900設計の円形ニチ}-ルスネア-

(Amplatz"GooseNeckqSntTu･e)が開発され 臨床に

応周されている (図 9)16)17)

今回,我々は PTCA 用のガイドワイヤ州を利用 し心

血管内異物の除去をこ成功した.-駿の心血管造影を施行

している施設では,本法は簡便法として行うことが可能

と考えられる,また亨鮪率にキャッチソダワイヤ-かこ屈

曲を搾るなどの細諾二転容易でありカテ-テル技術を少し

でも会得 していれば,透視下をこ簡便且つ安心 して施行で

きる方法と思われた.

結 語

11心血管内艶物 し静脈糸うし')除去に成功 した2症例を

報告 した.

2)本方法は侵襲 も少なく且つ簡便さをこ加え,藍篤な合

併症もなく安全確実な方法と考えられた.
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